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EC国際産業連関表の作成と分析
-1985年英独仏国際産業連関表ー一
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1. はじめに

1992年末をもってEC諸国の市場統合が完成する。国境検問の簡素化や為替

管理の撤廃，間接税の接近化などの非関税障壁の撤廃を通して, EC諸国の生

産，流通．分配，消費などがどのようになってゆくのか．さまざまな推測がなさ

れているが，計量的な分析としては，チェッキーニ報告をはじめとしてミクロ

比較静学モデルやマクロモデルが主流である1)。 しかしEC諸国をリンクした

国際産業連関表があれば，さらにさまざまな分析が可能となるであろう。たと

えば付加価値税率の変更が， EC各国産業間の取引を通して各国の生産や雇用

に与える影響を産業連関表を通して分析することができる。さらにこのような

シミュレーション分析ばかりではなく，近接したEC諸国間の中間財・資本財

の輸出入依存関係や雇用誘発関係などの現状把握の一つの手がかりともなる。

ところでこのようなことが統計的に可能であるかというと，従来EC諸国の

本稿は平成4年度科学研究費奨励研究(A)(課題番号04730011)による研究成果の一部で

ある。
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国際産業連関表は，必ずしも意図的・継続的に追求されてきたとは言いがたい

状況である。まずECの公的機関であるEC統計局は，各国まちまちの特性を

持った産業連関表を統一化・標準化し，他のEC諸国と比較可能な各国産業連

関表を中心に公表してきたが， EC全体のものもEC6表，あるいはEC9表

という形で作成・公表してきた鸞 しかしこれはEC6カ国や9カ国の産業連

関表を， 1つの国の産業連関表のようにまとめたものであり， EC全体として

の動向や日米との比較には向いているが，域内各国に与える影響等はわからな

ぃ。また対象年度によって含まれる国が異なっているために，時系列的な比較

ができないといった問題点もある。

EC統計局は公式的には国際産業連関表には興味を示しておらず，むしろ民

間の研究者によっていくつかの試論や試算が行われてきた。たとえばイタリ

アと他のEC諸国の国際産業連関表3)や， ランガーのEC8カ国国際産業連関

表4)などいくつかの事例がある。 これらのEC国際産業連関表については，稿

を改め検討をすることになるであろうが，いずれも継続的にアップデートされ

ていないため，今日のEC経済を分析することはできない。しかし市場統合の

おこなわれる今後においてこそ，さらに国際産業連関表の必要性は高まってゆ

くものと考えられる。そこで本稿では，通産省の作成した1985年日欧国際産業

連関表のデータを用いて，一つの試みとして， ドイツ，フランス，イギリスの

EC3国間国際産業連関表を試作し，分析をおこなうことにする。以下第2節

ではその作成方法，第 3節では試作した産業連関表から直接読みとることので

きる 3国間の交易構造が論じられ，続く第4節では中間財交易のシミュレーシ

ョン分析，第 5節では最終需要の生産誘発効果分析などがおこなわれる。

2. 作成方法

まず図 1のような非競争輸入（アイサード）型の国際産業連関表を作成するこ

・とを想定しよう。そのために既存の統計データを直接利用可能な部分と，推計

しなくてはならない部分に分けてみよう。
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まずドイツの産業からドイツの産業への取引を表す x≫Dやフランスの産業

からフランスの産業への取引を表す XFF, さらにイギリスの産業からイギリ

スの産業への取引を表す xuuなどの中間投入・需要部分は，各国の非競争輸

入の産業連関表（国内生産表）によって既知である。同様に， 最終需要部門の自

国産業から購入 (FD≫,FFF, Fuu), 付加価値部門 CV叫 VF,vu), 国内生

産額なども各国の非競争輸入産業連関表から既知である。以上図 1の網掛け部

分は， 通産省の日欧産業連関表（内生43部門）からデータを埋めることができる。

推計が必要となるのは，内生部門や最終需要部門の 2国間にわたる取引であ

る。輸入マトリックスにより，どの産業がどのような財・サービスを中間財や

図1 EC国際産業連関表の概念図

中間投入・需要部門 最終需要部門
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注）内生部門の各ブロックは43産業X43産業，最終需要部門は6項目（民間消費，政

府消費固定資本形成，在庫変動，輸出，調整），付加価値部門は4項目（雇用

者所得，企業所得， VAT,純間接税）から構成される。また実際の推計にあた

っては，輸入品への関税と輸送・保険費をはぎ取り，その他の諸国からの輸入の

欄の下に集約する。これは通産省の日欧産業連関表と同じ方法である。
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最終財として輸入したかは分かっているが，特定の国からの輸入としては示さ

れていないために，推計が必要となるからである。したがってたとえばドイツ

の中間財輸入については， XFDゃxuo,xoDの推計が必要である。

ただしここで推計に際し，全体の整合性をとるためには，次の条件が必要で

あることを頭にいれておく心要がある。まず第 1に， ドイツのフランス，イギ

リス及びその他の諸国からのそれぞれの輸入マトリックスを加えたものは， ド

イツ全体としての輸入マトリックスと等しくなる必要がある。

i.e. XFD+xuo+xoo=MD (ドイツの輸入マトリックス）

ドイツの輸入マトリックスについては， ドイツ連邦統計局も公表している

し，通産省の日独国際産業連関表から求めることもできる。いずれにしても，

ドイツの輸入に関して推計した各プロックの総和は，全体の輸入マトリックス

と等しくならないと整合性がとれない。フランスやイギリスの輸入に関しても

同様である。

第2に行方向にみて， フランスのドイツからの（中間財）輸入マトリックス

XDFの行和と，フランスのドイツからの最終需要輸入マトリックス FDFの行

和とを加えたものは，フランスのドイツからの産業別輸入額と等しくならなく

てはならない。なおイギリスのドイツからの輸入や，その他の輸入に関しても

同様に，中間財輸入と最終財輸入の合計と全輸入額とが各産業で一致する必要

がある。

実はこの 2つの条件はかなり厳しく，これらの条件から独立に推計をおこな

っても，最後には条件を満たすように調整しなくてはならない。従来地域産業

連関モデルを応用した国際産業連関表では， チェネリー・モーゼスモデ｝レ5)や

グラビティー・モデル6)などが多く用いられてきたが， 両者ともにこの条件か

ら独立に推計をおこなうため，最後には RAS法や MODOP法等で行和や列

和が一致するように調整しなくてはならず，せっかくの推計を損なう可能性す

らある7)。

たとえばチェネリー・モーゼスモデル（以下CMモデルと略す）では， 地域間
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の交易には特定のパターンが存在するものと想定し，これを地域間交易係数t

として次のように求める。

~1i'"+F1ro 
t1r• J 

~X1i"+F1• 
J 

S地域購入のr地域産第 i財総額
S地域購入の全国からの第 i財総額

この地域間交易係数を， 各地域別の産業連関表（競争輸入型）に乗じること

によって，地域内・地域間の交易額が求められると想定する。たとえば2地

域， 2産業のモデル（内生部門のみ）で考えてみよう。

産業

産業

地域 1

地城 2

地域1の産業連関表 地域2の産業連関表

I産業 1

↓巳日：闘
産業 2

1 I 
2 I 
X111 

X211 

地域 1・2の産業連関表に地域間交易係数を乗じる
↓ ↓ 

産業 2

X122 

X2? 

地域. I 地域 2

産業 1I産業 2 ・産業 1I産業 2
産業 1I t111 X111 I t111 X121 I t,12 X112 I t112 X1z2 
産業 2 I t211 X2i1 I t211 X221 I t212 X212 I t宍 X222
産業 1I t121 X111 I t121 X121 I ti22 X112 I t122 X1z2 
産業 zI t弁 X211 I tz21 X221 I tl2 X212 I t222 X222 

定義によって，

t111X出+t121x出=Cti11 +t121)X出=Xu1

以上からわかるように， CMモデルは各地域（各国）で競争輸入型の産業連

関表が作られている場合に，その数値を，財別に各地域からの輸入割合に応じ

て分割し，それを各地域からの中間需要とする。

しかし地域で，競争輸入表ばかりではなく域内取引表（非競争輸入表）も作成

されている場合は，それとも整合性があるように調整しなくてはならない。た

とえば地域 1の域内取引表が存在する場合は，地域 1から地域 1への財貨・サ
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ービスの取引は， CMモデルではなく域内取引表の数値を優先的に割り当てな

くてはならない。そうなると地域2から地域1への取引は， CMモデルの数値

だけでは通常は列和がバランスしなくなる。何の調整もしなくてもよいのは，

域内取引に関する数値がたまたまCMモデルの数値と等しい場合だけである。

EC国際産業連関表に応用する際にも，たとえばドイツ国内の取引表 (XDD)

は存在しているため，この数値を用いることにすると，フランス，イギリス及

びその他の諸国からドイツヘの輸入 (XFD,xun, xoD)を単純にCMモデル

によって推計しても，付加価値も含めた列和は，一般的にはドイツの生産額と

は等しくはならない。そこで列和と行和がバランスするように， RAS法や

MODOP法によって， 推計部分の数値を調整しなくてはならない。 しかし調

整した数値が， CMモデルの前提を保持している可能性は少い。

さらに， ドイツの輸入マトリックスに 0の箇所がある場合は，その産業のフ

ランス， イギリス及びその他の諸国からの輸入も 0と考えるのが合理的であ

る。 ところが CMモデルの単純な適用は， 0以外の数値を生じる可能性があ

る。ここでも輸入マトリックスと調和させるための工夫が必要となる。

このように方法論的には，さらに様々な問題やモデルを検討する必要がある

が，本稿ではとりあえず既述した 2条件を満足する方法として，次のような輸

入マトリックス分割法を採ることにした。

特定国からの輸入には財ごとに一定のパクーンが存在するものと想定し，こ

れを輸入係数mとして次のように求める。たとえばドイツのフランスからの第

i財の輸入に関しては，

工X内 +F;FD
miFD= l ドイツのフランスからの第i財輸入総額

4XijD+F;D = ドイツの全国からの第 i財輸入総額

この輸入係数を， CMモデルのように産業連関表（競争輸入型）に乗ずるの

ではなく，輸入マトリックスに乗ずることにより，特定国からの産業別財貨別

の輸入額が求められると想定する。本稿のように， ドイツのフランス，イギリ

ス， 他の諸国からの輸入を求める場合は， 次の 3nXnの輸入係数行列と nX
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(n+fm)の輸入マトリックスの積を求めればよい8)0

511 
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輸入マトリックス（含，最終需要輸入）

内生部門： l~n, 最終需要部門： f1~fm 

中間需要としての輸入だけではなく，最終需要としての輸入も求めることが

でき， ドイツの場合は， XFD, xuo, xooだけではなく， FFD, FUD, FODも

一つのプロックとして統一的に計算できる。また基本的に輸入マトリックスの

分割であるために，調整をしなくても列和は各国生産額に一致する。．フランス

やイギリスの輸入に関しても，同様に輸入マトリックスの分割をおこなう。こ

の方法は，第 2の条件をも満足することは数式的にも容易に確認でき，行和も

国内生産額に等しくなる。

なお実際の計算は，各国とも通産省の公表した43部門統一表から計算してい

るため，試作した国際産業連関表の内生部門は 100部門を越えている。ここで

は，各国の産業を 3部門に要約し，その他の諸国からの輸入も 1行にまとめた

要約表を掲載しておく（表1)。また以下の分析では，基本的に，各国の産業を

24部門に統合した表を用いる（産業分類については付録参照）。

3. EC 3国間の輸出入構造

本節では，第2節の方法によって試作された産業連関表から読みとることの

できる， 3国間取引の基本的特徴について考察してみよう。ただし以下の数値

はあくまでも1985年に限ってのものである。
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図2はEC3国間及びその他の諸国との取引を要約したものであり，全体の

輸出入額を中間財と最終財とに分けて記載してある。実はこのように 3国間の

輸出入を，中間財と最終財とに分割して記載できるのも，特別な調査をおこな

っている場合を除けば，国際産業連関表のためのこのような推計によって初め

て可能となる 9)。 もちろん各国からの輸出入額は既存の通関統計から把握でき

46 

図2 EC3国間及ぴその他の諸国との輸出入額（単位： 10万ドル）

~ 

戸計：1420685 Iば：唱醤終： 449071 □三］
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中： 84353中： 73567 
終： 60976終： 31486 

計：79643 
中：41351 
終：38292 

□三］
計： 1018671 I in詈
三
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圧

注） 「中」は相手国にとって中間需要としての輸出， 「終」は相手国にとっ

て最終需要としての輸出を表し，両者の合計が「計」で示してある。
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るが，それが中間財として利用されるか，最終財として利用されるか，という

点までは一般にはわからない。一方国民経済計算からは，中間財としての輸入

と最終財としての輸入は，産業別にわかることもあるが，一般には輸入相手国

までは記載されていない。いずれにしても，調査自体がおこなわれていない場

合は，何らかの仮定によって推計するしかない。そういう点では，国際産業連

関表の重要な利用方法の 1つであるといえるだろう。ただしここでは，図 1で

注記しておいたように，輸入関税や輸送費・ 保険料等を別に計上しているため，

通常の輸入額とは異なっている。また，通産省の日欧国際産業連関表はサービ

ス貿易の統計的把握が不十分なため，そのデータを用いて推計したEC国際産

業連関表も，サービス貿易の把握に未だ問題があることを予め付記しておく。

まずEC3国間のほとんどの取引において，中間財としての輸入の方が最終

財としての輸入よりも多くなっている。生産財に関する密接な交易構造が表れ

ている。唯一の例外はイギリスのドイツからの輸入で，中間財よりも最終財の

方が若干多い。これら 3国の他の諸国からの輸入も，全体としてはやはり中間

財としての輸入の方が多くなっている。ちなみに通産省の公表した日欧産業連

関表によれば， 日本からEC3国への輸出は，イギリス，フランスには中間財

よりも最終財の方が多く， ドイツに関してのみ中間財の方が多い，という結果

になっている10)0 

ドイツはフランス，イギリスに対して総額で輸出の方が輸入よりも多いが，

その他の諸国に対しては輸入の方が多くなっている。一方フランスは，イギリ

スに対して輸入の方が輸出よりも多いが，その他の諸国に対しては輸出の方が

多くなっている。またイギリスもその他の諸国に対して，輸出の方が輸入より

も多くなっている。

ドイツ，フランス，イギリスの 3国間で取引額が最も大きいのは，フランス

のドイツからの中間財輸入である。逆に最も取引額が小さいのは，フランスの

イギリスからの最終財輸入である。また中間財と最終財の合計としては，フラ

ンスからイギリスヘの輸出が最も小さく， ドイツからフランスヘの輸出が最も

47 
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大きくなっている。

総額だけではなく，産業部門別の数値も簡単にみておこう（表2)。まず最も

大きな額を示しているのが，イギリスからフランス， ドイツヘの中間財として

の鉱業製品の輸出である。これは主に北海油田からの原油輸出であり，最終財

としてよりも中間財としての輸出の方がはるかに多い。石油製品についても同

様であるが，鉱業に比ぺればわずかである。

化学製品の輸出入も大きな値を示している。化学製品の場合も中間財として

の輸出入が圧倒的に多く，特にドイツとフランスの間の交易額が大きな数値を

示している。最終財についてだけみると， ドイツとフランスの間ではドイツの

入超である。

鉄鋼製品は， ドイツからフランスヘの輸出の方がフランスのドイツヘの輸出

よりも多いが，非鉄金属製品については逆に，フランスからドイツヘの輸出の

方が多い。イギリスに対しては，鉄鋼製品も非鉄金属製品もドイツやフランス

からの輸出の方が多い。鉄鋼や金属製品等は，その性格からもわかるように，

中間財としての取引が圧倒的に多くなっている。

機械製品は一般にドイツからの輸出額が最も大きくなっている。その中でも

輸送機械は額の上でも最も大きく，特にドイツからフランス，イギリスヘの輸

出が多い。ドイツからイギリス，フランスからドイツ等の輸出は，最終財とし

ての輸送機械の方が多くなっているが， ドイツからフランスヘの輸出は，中間

財としての方が多くなっている。これは輸送機械といっても，部品や原材料な

ども含んでいるためでもあるが，フランスのドイツヘの密接な依存状況をうか

がうことができる。電気機械もほぼ同じ状況である。

一方，—般機械や精密機械などを含むその他の機械では， 2~3の例外はあ

るが，ほとんどの交易では最終財の方が中間財よりも多くなっている。特にド

イツからフランス，イギリスヘの輸出が1桁多い状況である。

農業についても若干触れておこう。農業ではフランスの輸出が圧倒的に多

く，食料品とは違ってその性格からも，中間財としての輸出が大半を占める。
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一方食料品では，全体としてはやはりフランスの輸出額が大きいが，＇ドイツの

フランス，イギリスヘの輸出も多くなっている。

最後に， 既に指摘したように， 総額でみるとイギリスのドイツからの輸入

は， 中間財よりも最終財の方が多くなっているが， 産業別にみると， 一般機

械，輸送機械，その他の機械，食料品などにおいて特に，最終財としての輸入

が中間財としての輸入よりも圧倒的に多く，これが全体に大きく寄与している

ことがわかる。

4. 中間財交易のシミュレーション分析

本節と次節では，試作したEC3国際産業連関表に基づきいくつかの分析を

試みるが，本節では最終需要によって誘発される中間財交易に関わる分析をし

てみよう。まず， EC3国の各産業をそれぞれ 1つに統合し，全体を 3部門と

した国際産業連関表のレオンチェフ逆行列を求めてみよう。これによって， E

C3カ国の中間財取引を媒介とした経済全体の連携程度がわかる。

3部門表レオンチェフ逆行列

I ドイツ 1 フランス iイギリス
ドイツ 1. 604 0. 039 0. 024 

フランス 0. 018 1. 496 0. 013 

イギリス 0. 016 0. 019 1. 533 

たとえばドイツに 1単位の最終需要が生じたときは， ドイツでは約 1.6単位

の生産が誘発され，フランスやイギリスにも約0.02単位の生産誘発が起こる。

た同様に， フランスに 1単位の最終需要が生じたときには， ドイツには約ま

0.04単位，イギリスには約0.02単位の生産誘発が生じ，イギリスに 1単位の最

終需要が生じたときは， ドイツには約0.02単位，フランスに約0.01単位に生産

誘発が生じる。このことから， 3国間ではドイツとフランスの連携が強く，特

にフランスの最終需要が，他と比べてより大きくドイツの生産を誘発する構造

になっていることがわかる。
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そこで次に，各産業へ等しい額の最終需要が生じたときに，それが中間財の

輸入を通して，どのように他の 2国の生産を誘発することになるかをシミュレ

ーションしてみよう 11)。たとえばドイツの各産業に1000単位の最終需要が生じ

た時，それはドイツばかりではなく，中間財輸入を通してフランスやイギリス

にも生産波及効果が及ぶ。それはEC3国への全生産誘発額の何彩に及ぶかを

計算することによって，中間財輸入を通して相手国のどの産業に依存している

かを明らかにしよう（図3参照）。

まずドイツからフランスヘの生産の波及が大きな産業は，農業や非鉄金属製

品，鉄鋼製品，化学製品などであり，特に非鉄金属製品の約 5彩をフランスに

依存しており，最も大きくなっている。逆にフランスからドイツに生産波及が

大きな産業は，化学製品，金属，機械製品などであり，食料品や石油製品など

いくつかを除いて全般的にドイツの産業への依存が高くなっている。鉄鋼や非

鉄金属，化学製品においては中間財の相互依存構造がみられるものの，その他

の産業では農業等を除きフランスのドイツヘの一方的な依存が目立つ。

次にドイツからイギリスヘの生産波及をみると，圧倒的に原油等の鉱業製品

への依存が大きく約10彩に達している。その他の産業では，化学，石油製品，

非鉄金属製品が比較的高くなってはいるが，鉱業には及ばず2彩前後である。

逆にイギリスからドイツヘの波及は，素材型産業への依存は小さく，フランス

の場合と同様に化学，金属，機械製品が中心である。しかしフランスとは異な

り，金属製品や輸送機械，そして特にその他の機械製品などの波及割合は低く

なっている。また鉱業や食料品などの波及割合もフランスに比べ低い。

最後にフランスからイギリスヘの波及割合をみると， ドイツからイギリスへ

の波及割合をさらに強調したようなかたちとなっている。鉱業が15彩を越え，

その他の産業はかなり小さい。他方でイギリスからフランスヘの波及割合は，

非鉄金属製品が最も大きく，化学製品，繊維，木材・製紙，農業と続く。全体

的なパターンとしてはドイツからフランスヘの波及割合と似ているが，非鉄金

属製品への依存がドイツほどは大きくない点，木材・製紙よりも繊維製品に依
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図3 EC各国間生産誘発波及割合
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存している点などが異なっている。

以上のようにEC3国はそれぞれ他の2カ国の産業に対して，中間財の依存

の仕方が異なっている。ドイツ，フランスともイギリスに対しては鉱業に大き

く依存し，フランスに対してはドイツ，イギリスとも農業，化学製品，非鉄金

属製品などに依存している。またドイツに対してはフランス，イギリスとも化

学製品や機械製品などに依存しており，特にフランスからドイツヘの波及割合

が高くなっている。このように， EC3国間には相互依存と分業の体制が確立

していることがわかるが，それとともに，機械製品を中心としたドイツ経済の

競争力の高さをも示している。

最終財を含めた誘発構造の分析は次節でおこなうことになるが，その前に本

節ではさらに，尾崎巌氏が経済の基本構造を分析するために考案したユニット

・ストラクチュアの考え方を国際産業連関表に応用し，輸送機械のためのEC

3国間の直接・間接の中間財取引を分析してみよう。

ユニット・ストラクチュア（単位構造系）とは，特定の産業の最終需要を 1単

位だけ産出するシステムのことである。最終需要を 1単位を生産するために

は，その製品を直接生産する産業，及びその産業に原材料や部品等を供給する

生産が必要となるが，さらに原材料生産部門においてもその生産のためにさま

ざまな取引が必要となる。ユニット・ストラクチュアは最終需要1単位を生産

するために直接・間接に必要である究極の取引関係を明示するものであり，

「現実の経済は，この各商品ごとのユニット・ストラクチュアを，それぞれの

生産額で加重して合計し， さらに他国との分業体制を考慮した結果」12)と考え

ることができる。

数式的には，通常のレオンチェフ逆行列に，輸送機械1単位だけへの最終需

要ベクトルFを右乗することにより，最終需要を満たすために直接・間接に必

要な各産業の生産額が求められる。

X=(I-A)ーlF
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（ただし， x:生産額ベクトル， I : 単位行列， A:投入係数行列，
F: 最終需要ベクトル（輸送機械への需要のみ1) ) 

この直接・間接に必要な生産額を生産するために必要な中間財取引は， Xを

投入係数行列Aに右乗することによって求められる。

i.e. AX=A(I-A)ーlF

産業間でこの取引がおこなわれた時にのみ，最終的に 1単位の輸送機械が生

産され，最終需要が満たされることになる。これがユニット・ストラクチュア

である。ユニット・ストラクチュアは，各産業ごとに求めることができるが，

ここでは輸送機械についてのみ考えてみよう。ただし最終需要を 1単位として

計算すると，そのためのユニット・ストラクチュアの数値は小数点となり見づ

らくなるので，ここでは10,000単位として計算する。また実際の計算は内生72

部門表（各国とも24部門）からおこなうが，そのままの形での結果の表示は誌面

を大幅に必要とするので，ここでは表3-1~表3-3のように， ドイツ，フラ

ンス，イギリスの各国の輸送機械のユニット・ストラクチュアを，第 1次～第

3次産業に統合・要約して掲載することにする。

表 3-1は， ドイツの輸送機械10,000単位だけを生み出すのに，究極的に必

要な各国産業の取引額を示している。フランス国内においても，そしてイギリ

表3-1 ドイツ輸送機械のユニット・ストラクチュア

ID  D DIF  F FIU  u u 
第1次第2次第3次第1次第2次第3次第1次第2次第3次

D 第1次

゜
16 11 

゜゜゜゜゜゜D 第2次 7 3784 343 

゜
， 
゜゜

3 

゜D 第3次 4 2565 719 

゜゜゜゜゜゜F 第1次

゜
1 

゜゜
2 

゜゜゜゜F 第2次

゜
210 6 1 68 3 

゜
1 

゜F 第3次

゜
7 1 

゜
49 11 

゜゜゜u第1次

゜゜゜゜゜゜゜゜゜u第2次

゜
126 3 

゜
3 

゜゜
41 4 

u第3次

゜
7 1 

゜゜゜゜
31 7 

54 



EC国際産業連関表の作成と分析（良永） 523 

表3-2 フランス輸送機械のユニット・ストラクチュア

Inn  DJF  F Flu  u u 
第1次第2次第3次第1次第2次第3次第1次第2次第3次

D第1次

゜
2 1 

゜゜゜゜゜゜D第2次

゜
240 25 

゜
668 18 

゜
3 

゜D第3次

゜
169 52 

゜
11 1 

゜゜゜F第1次

゜゜゜゜
21 6 

゜゜゜F第2次

゜
11 

゜
5 3665 271 

゜
1 

゜F第3次

゜゜゜
3 2577 492 

゜゜゜u第1次

゜゜゜゜゜゜゜゜゜u第2次

゜
7 

゜゜
127 4 

゜
41 5 

u第3次

゜゜゜゜
11 

゜゜
29 ， 

表3-3 イギリス輸送機械ユニット・ストラクチュア

DD  DIF  F FIU  u u 
第1次第2次第3次第1次第2次第3次第1次第2次第3次

D第1次

゜
1 

゜゜゜゜゜゜゜D第2次

゜
164 15 

゜
， 
゜゜

459 1 

D第3次

゜
116 36 

゜゜゜゜
， 1 

F第1次

゜゜゜゜
1 

゜゜
1 

゜F第2次

゜
8 

゜゜
61 3 

゜
189 1 

F第3次

゜゜゜゜
44 11 

゜
8 

゜u第1次

゜゜゜゜゜゜゜
12 3 

u第2次

゜
5 

゜゜
2 

゜
5 3713 320 

u第3次

゜゜゜゜゜゜
2 2149 539 

ス国内においても，主に自国の第 2次産業，第3次産業間で取引がおこなわれ

ることによって， ドイツの輸送機械は産出されている。換言すれば， ドイツの

輸送機械はこのような形で究極的にフランスやイギリス国内での取引にも依存

している。逆に，フランス国内やイギリス国内における実際の取引の一部は，

実はこのように，最終的にはドイツの輸送機械を産出するためのものであるこ

とも示している。ドイツの輸送機械 10,000単位は，フランスの総額134単位の

国内取引，イギリスの総額83単位の国内取引に依存し，またフランスからの52
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図4 フランスのユニット・ストラクチュア
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図4 フランスのユニット・ストラクチュア（続き）
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単位，イギリスからの 137単位の輸入にも依存している。 しかしフランスやイ

ギリスのユニット・ストラクチュアと比べると，依存度は低くなっている。

フランスの輸送機械10,000単位は，フランス国内における取引の他に， ドイ

ツ国内における総額489単位の取引，イギリス国内における総額84単位の取引，

及びドイツからの698単位，イギリスからの142単位の輸入によって，初めて産

出されていることがわかる。イギリスよりはドイツヘの依存が大きくなってい

る。

また同様に， イギリスの輸送機械10,000単位は， ィギリス国内の取引の他

に， ドイツ国内における総額332単位の取引，フランス国内における総額120単

位の取引に依存し，またドイツからの470単位の輸入，フランスから199単位の

輸入にも依っている。イギリスにおいても，フランスよりはドイツヘの依存度

が大きくなっている。

以上， 3国の輸送機械のユニット・ストラクチュア（要約）を比較したが，

究極の取引において， ドイツの第 2次産業に大きく依存したフランス，イギリ

ス輸送機械産業の状況が分析された。最後にフランスの輸送機械のユニット・

ストラクチュアについてのみ， 72部門表で実際の数値を記号化したものを掲載

しておく（図4)。フランスの輸送機械産業が， ドイツの輸送機械や鉄鋼製品，

電気機械，サービス業等における取引に特に依存し，それに比べ，イギリス産

業間取引への依存ははるかに小さいことが，視覚的にも理解されるだろう。

5. 最終需要の生産誘発効果分析

前節では，中間財の交易・依存状況をシミュレーション分析したが，本節で

は3国間の生産誘発構造を実際の最終需要から分析する。

まず実際の最終需要を，国内製品へ向かう最終需要と，他のEC2国からの

輸入品へ向かう最終需要とに分けて，どちらの最終需要の方が相手国の生産誘

発に大きな効果を持っているかを分析してみよう。たとえば， ドイツの最終需

要は， ドイツ製品に向かうものと，フランスやイギリスの製品に向かうものと
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に分けられるが，両者ともフランスやイギリスの生産を誘発している。前者は

ドイツ製品を生産する過程で中間財輸入を通して，後者は最終需要として直接

相手の生産を誘発する。それでははたしてどちらの方が相手国に影響している

のか，産業別にみてみよう。

表4-1~4-3は各国の実際の最終需要を，国内に向かうものと，他の 2国

に向かうものとに分けて生産誘発額を計算したものである。たとえば表4-1

の第 1, 4, 7列はそれぞれ， ドイツの国内への最終需要がドイツ， フラン

ス，及びイギリスの各産業へもたらす波及効果額を示している。ドイツ国内で

は全体で 1兆588億880万ドル，フランスでは124億6,360万ドル，イギリスでは

109億3,300万ドルの生産誘発が起こっている。一方第 2, 4, 6列は， ドイツ

の最終需要としてのフランス製品の輸入が，各国の生産を誘発する額が示され

ている。フランスにはもちろん波及効果が及ぶが，フランスで誘発された生産

が，さらにドイツやイギリスにも波及効果をもたらすことも示されている。ま

た第 3, 6, 9列は， ドイツの最終需要としてのイギリス製品の輸入が， 各

国の生産を誘発する額が示されている。表4-2, 表4-3も同様に， フラン

ス及びイギリスの最終需要が誘発する EC3国の生産額を計算したものであ

る。

まず， ドイツの輸入がフランスの国内生産にもたらす全体的な波及効果とし

ては，最終需要としての輸入よりも国内最終需要の誘発する輸入の方が大きく

なっている。 ドイツの最終需要としてのフランスからの輸入は， 98億3,120万

ドルの生産誘発をフランスにもたらしているが， ドイツ国内の最終需要を満た

すためのフランスからの中間財輸入は， 1汲億6,360万ドルの生産をフランスに

誘発している。特に化学製品や鉄鋼，非鉄金属製品は，輸入額の大きさやその

財の性格もあって中間需要としての輸入による生産誘発効果が大きく，一般機

械や輸送機械は逆に最終需要としての輸入の効果の方が大きくなっている。

イギリスについてもほぼ同様で， ドイツの最終需要としてのイギリスからの

輸入が誘発しているイギリスの生産額よりも， ドイツ国内への最終需要が中間
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財の輸入を通して誘発している生産額の方がはるかに大きく，約2倍の相違が

ある。やはりフランスの場合と同様に，鉱業や化学製品，金属製品は中間需要

としての輸入の方が,イギリスの国内生産への波及効果が大きく，電気機械や

輸送機械は最終需要としての輸入の方が誘発額が大きい。ただし一般機械につ

いては， フランスとは異なり， ドイツ国内への最終需要が誘発するイギリスの

生産の方が大きい点が異なっている。

次にフランスからドイツ， イギリスへの誘発についてみてみよう。やはり両

国ともに， フランスの最終需要としての輸入が誘発する生産額よりも， フラン

ス国内への最終需要が輸入を通して誘発する生産額の方が大きい。しかし産業

ごとにみてゆくと，微妙な相違もある。たとえば繊維製品の誘発額に関して

は， ドイツへはフランスの内需誘発の方が大きいが， イギリスへはフランスの

最終需要による輸入の方が大きい。輸送機械についても全く同じである。とこ

ろが全く逆の状況なのが一般機械で， ドイツへはフランスの最終需要としての

輸入の誘発する生産額の方が大きいが， イギリスへはフランスの内需の誘発す

る生産額の方が大きくなっている。 また電気機械は， ドイツへもイギリスへ

も， フランスの内需の誘発する生産額の方が大きい。これはドイツの輸入がフ

ランスやイギリスの生産を誘発するケースとは全く逆である。

最後にイギリスからドイツ， フランスへの誘発をみると， これまでの分析と

は大きく異なっていることがわかる。それはイギリス国内最終需要の誘発する

ドイツの生産額よりも， イギリスの最終需要としての輸入の誘発するドイツの

生産額の方が大きくなっている点である。これは第3節でもみたように， イギ

リスのドイツからの直接の輸入が，中間財よりも最終財の方が多くなっている

ことが大きく影響している。またフランスに対しても， イギリス国内最終需要

が誘発する生産額と， イギリスの最終需要としての輸入の誘発する生産額とが

ほぼ等しくなっている。産業別にみると， ドイツもフランスも，金属製品，各

種機械製品，その他の製業等などにおいて， イギリスの国内最終需要が誘発す

る生産額よりも，最終需要としての直接の輸入が誘発する生産額の方が大きく
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なっており，これが大きく影響している。

次に国内製品への需要を，民間消費や固定資本形成といった通常の最終需要

項目に分け， EC3国の生産誘発依存度，すなわち国内生産額に占める各最終

需要項目の誘発割合を分析してみよう。これによってたとえば，フランスやイ

ギリスヘの輸出が誘発するドイツの生産割合を， ドイツ国内の各最終需要が誘

発する生産割合と比較することができる13)(表5-1~5-3参照）。

EC諸国の特徴は，多くの者によって指摘されているように，民間消費や国

内固定資本形成の国内生産全体にしめる誘発割合が日本やアメリカに比べて小

さく，政府消費や輸出の誘発する割合が大きくなっていることである14)。ここ

でも， EC3国とも政府消費の誘発している生産額が，固定資本形成の誘発し

ている生産額を越えている。また輸出が全体の20彩を越える生産を誘発してい

るのに対して，民間消費支出は40彩前後である。

EC3国とも，他のEC2国への輸出が誘発する生産額の割合は，全体でみ

るとさほど大きくない。ドイツのフランスヘの輸出の生産誘発依存度が最も高

いが，それでも 3彩程度である。その他の諸国への輸出の方がはるかに高く，

最も高いイギリスで23彩にも達している。しかし産業別にみると，多くの製造

業部門で，これらEC3国間の貿易は国内生産に密接に関係していることがわ

かる。

まずドイツについては，フランスやイギリスヘの輸出が国内生産を誘発する

割合の高い産業として，非鉄金属製品，その他の機械，鉄鋼製品，輸送機械，

などがある。これらの産業では，両国への輸出は， ドイツの国内生産の約13~

16彩を誘発しており，特にドイツ国内の誘発割合が低い鉄鋼，非鉄金属，一般

機械などでは，大きな割合を占めている。各産業ともイギリスよりはフランス

への輸出の依存度が高いが，繊維製品だけは唯一の例外でイギリスヘの輸出依

存度が高くなっている。

フランスについては全体としても，また産業ごとにみても例外なく，イギリ

スよりもドイツヘの輸出が誘発する生産額が大きくなっている。特に非鉄金属
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製品は， ドイツヘの生産誘発依存度が最も高く，生産額全体の13彩に達してい

る。フランス国内の資本形成への依存度よりも高く，民間消費に匹敵する誘発

割合を示している。その他では，精密機械などのその他の機械，鉄鋼製品，化

学製品，繊維製品などで， ドイツヘの輸出の誘発依存度が高い。またフランス

の特徴として，農林水産業食料品などの対外輸出による生産誘発依存度が高

い点が挙げられる。ドイツに対しては，農業生産の約5彩をドイツヘの輸出に

依存している。'

イギリスについても全般的に，フランスよりもドイツヘの輸出による生産誘

発依存度が高くなっている。例外は林業・漁業，鉱業である。林業・漁業は約

6%をフランスヘの輸出が誘発しており， 1. 3彩のドイツヘの輸出の生産誘発

依存度よりも大きい。また鉱業は，約11彩をフランスヘの輸出が誘発してお

り， ドイツヘの輸出と合わせて生産額全体の約20彩を，これら 2国への輸出に

よる誘発に依存している。その他の機械も同様である。いかにこの割合が高い

かは， 国内の民間消費や固定資本形成の誘発している割合と比較すればわか

る。その他の特徴として，建設業における政府消費への誘発依存度，金融・保

険業のその他の諸国への輸出による誘発依存度が，他の 2国に比べ際だって高

いことなどが挙げられる。

6. 結びにかえて

以上本稿では，通産省の日欧国際産業連関表を用いて， EC3国間の国際産

業連関表を作成し分析を試みた。しかし未だ不十分な点も多い。最後にそれを

指摘し，今後の課題と展望としたい。

第1は統計デークに関する問題である。通産省の日欧産業連関表は，価格評

価等は日本の基準（生産者価格）に合わせてECの産業連関表を作り直している

が，産業分類に関しては基本的に，日本の産業連関表を相手国に合わせて調整

している。このため， 日本とEC各国とのバイラテラルな比較可能性は一応保

たれているが，それをもとにEC諸国どうしを比較するには，未だなお課題が
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残されている15)。さらに，比較可能性に優れたEC統計局(Eurostat)表と比べ

て，各国表を直接用いるのはどうか，といった検討も必要であろう。また通産

省の日独国際産業連関表は， ドイツの輸入に関してだけは，普通貿易と関税と

が一緒に計上されており，それをもとにした本稿のEC3国間の推計にも，こ

の不統ーが持ち込まれている16)。さらに付帯表の輸出入マトリックスを見ても

明らかなように，通産省の日欧産業連関表は財貨の取引が中心となっており，

サービス貿易に関しては不十分である。日欧間であれば未だサーピス貿易は財

貨ほどではないため容認されるかもしれないが，たとえば独仏間のような陸続

きの国どうしの貿易の把握としては不十分であろう。まして市場統合がおこな

われれば，サービス貿易もさらに活性化することが予想され，今後域内のサー

ビス貿易を国際産業連関表にも十分に組み入れてゆくことが必要であろう。

次に作成方法に関しては，本稿のような輸入マトリックスの分割手法を採ろ

うと，チェネリー・モーゼスモデルやグラビティ・モデルに依ろうと，いずれ

にしてもあくまで推計である。問題はどのような手法が合理的であるか，モデ

ルだけに頼るのではなく，信頼性を高めるには既存のどのような統計がどのよ

うに利用可能であるか，あるいはどのような統計が欠如しているのか，それを

今後は問題にしてゆく必要があるだろう。

最後に， EC域内における財貨・サービスの流れを解明するためには， ドイ

ッ，フランス， イギリス 3国の国際産業連関表だけでは必ずしも十分ではな

ぃ，ということである。確かにこれら 3国はイクリアとともに， EC共同体の

主要国であることは間違いない。しかしそれであるが故に，他のEC諸国との

間の輸出入も相当大きくなっている。たとえば， ドイツが一番輸出入が多いの

はフランスではなくてオランダであるし，南欧の開発と現地生産に向けて，こ

れらEC主要国の資本も大量に流れ込んでいる。そして今後ECの市場統合に

よって， 人・モノ・カネ・サービスの流れが活性化することをも考えるなら

ば， EC全域にわたるような国際産業連関表の必要性はますます高まるであろ

ぅ17)。
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部門名

1農業

2 林業・漁業

3鉱 業

4食料品

5繊維製品

6 木材・木製品・紙

7化学製品

8 石油製品

9 窯業・土石

10鉄鋼製品

11 非鉄金属製品

12金属製品

13一般機械

14電気機械

15輸送機械

16 事務・精密機器

17 その他の製造業

18建設

19 電気・ガス・水道

20商業

21 金融・保険

22運輸

23 その他のサービス

24分類不明

【付録：24部門産業分類】

内

農業・酪農農業サービス

林業・漁業

石炭•原油・天然ガス•その他の鉱業

食料品・飼料・飲料・タバコ

繊維製品・衣服・身廻品

容

製材・木製品・家具・パルプ・紙・紙製品

有機化学，無機化学，合成樹脂，核燃料

重油・軽油・灯油，石油製品

ガラス製品，砂利，セメント，陶磁器

コークス，銑鉄・粗鋼，圧延鋼，鋳鍛鋼，鋼管

銅，鉛，亜鉛，アルミ，その他

鋼材，鋳鍛鋼品，金属プレス品，建築用鋼材，等

原動機，ボンプ，運搬機，工作機械，ロボット，

農業・繊維・食品加工機械，産業機械

民生用電気機械，産業用電気機械，その他

自動車，船舶，航空機，その他

事務用機械，電子計算機，精密機械

プラスティック・ゴム・皮革製品，出版物，等

建設・土木

電カ・熱供給，ガス，上水道・工業用水

卸売・小売

金融（手数料・帰属利子）・保険

鉄道，水運，その他輸送，付帯サービス

郵便・通信，公務，飲食・旅館，不動産賃貸，

文化・娯楽，その他

分類不明

（参考） 通産省 (1992): 『1985年日西独国際産業連関表』， pp.26-34. 

【注】

1)膨大なチェッキーニ報告の概要，及びそれに対して出されている批判等については，

田中素香 (1991)等を参照されたい。

2) EC統計局 (Eurostat)の産業連関表の概要については， 良永 (1987.B), EC統

計局 (1979)等を参照されたい。

3) Lanza, A. & Rampa, G. (1988)参照。

4) Langer, C. (1987)を参照されたい。ランガーの作成したEC国際産業連関表は，対

象が1977年のEC7カ国（フランス，ベルギー，オランダ，旧西ドイツ，ィクリア，
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イギリス，デンマーク），内生部門数は 7(国）X13 (部門）である。方法論的な検討

もおこなっているが．実際の推計方法の中心はグラビティ法十RAS法である。

5)チェネリー・モーゼスモデルの詳細については， Chenery, H. B. (1959), 内田

(1968), 宮沢 (1984)等を参照されたい。

6)地域間のグラビティ・モデルについては，金子 (1967),(1971)等の紹介と検討が詳

しい。しかし地域間と比べ，国際間にグラビティ・モデルを当てはめるには，多くの

検討を要する。たとえば地域間経済的時間距離は，国境検問等にも影響される。少な

くとも市場統合前のECでは，国境検問で陸運トラックが1日も足止めを食うことが

しばしばあったとのことである。

7) RAS法については内田 (1968), 宮沢 (1984) 等を， またドイツでよく使われる

MODOP法については良永 (1987.A)を参照されたい。良永は「正の行和および列

和ベクトルとコンシステントな biproportionalな行列はユニークに決定される」こ

とも証明している。このことは，初期値にどのような推計方法を用いようと， RAS

法を用いて調整をすると，その推計方法が全く活かされない可能性もあることを示し

ている。

8)慶応大学 (1970年日米表）， アジア経済研究所 (1975年日米及びアジア表）において

も，ほぽ同様の仮定で国際産業連関表の推計がおこなわれている。ただしこれらの推

計は，（輸入額／国内需要額）の比率を各行に乗じている点，すなわち分母に自国製品

の需要を含めている点で，より CMモデルに近くなっている。

9)日欧国際産業連関表の場合は，国内各業界団体や大手商社を対象に，輸出品や輸入品

の需要先調査をおこなっているとのことである。しかしこれはあくまで日本との輸出

入に関してである。

10)さらに通産省の1985年日米国際産業連関表によれば， 日本はアメリカヘ中間財を20億

5,190万ドル，最終財を 335億 1,740万ドル輸出しているが，アメリカは日本へ中間財

を171億7,850万ドル，最終財を 51億8,370万ドル輸出している。このようにアメリカ

に対しても，イギリスやフランスと同様に最終財輸出の方が多い。

11)錦見 (1992)は同じ方法で日本と韓国の関係を分析している。

12)尾崎 (1980),80ページ参照。

13)当然のことながら， Yoshinaga(1992)のように競争輸入表から計算した数値とは若

千異なっている。

14)たとえば良永 (1987.B), (1991)等を参照されたい。

15)日英表， 日仏独， 日独表の各表の日本国内の取引部分が，同じ産業分類のもとでも，

微妙に数値が異なっている。これは各表におけるEC諸国の産業分類が，内容的に完

全に同一ではないことを示している。

16)図1の関税欄を見られたい。ドイツだけは 0となっている。 ドイツ国内の産業連関表

では，輸入ベクトルから関税及び輸入税を分離できず，通産省もあえてその推計をお

こなっていない。
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17)それはちょうど日本の地域産業連関表が，地域の活性化のためのさまざまなプロジェ

クトにおいて，頻繁に利用されていることを考えれば，容易に想像がつく。
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